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    日本における関節リウマチ患者の現状と問題点を全国的に継続的に

明らかにするための共同臨床研究を受けられた患者さんの 

情報を研究に利用することについてのお願い 

九州医療センターでは、下記の臨床研究を実施しております。本研究に関するご質問等が

ありましたら下記の[当院の問い合わせ窓口]までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、

研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。また、当該研究に

カルテ情報が用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理人の方にご了承い

ただけない場合には研究対象としませんので、下記の[当院の問い合わせ窓口]までお申出

ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

 

[研究課題名] 日本における関節リウマチ患者の現状と問題点を全国的に継続的に明らかにする 

       ための共同臨床研究 

[当院の研究責任者] 膠原病内科 医長：宮村 知也 

[研究の背景・目的] 

 この研究は、リウマチ性疾患に関する疫学的調査を行うことを目的としています。 

さまざまな疾患において疫学的研究は、有病率・発症率の経時的調査、治療効果の確認、

患者様 QOL（生活の質）調査などの意義はもちろんのこと、これら疾患の病態・発症機序

を解明するための研究、さらには有効な治療法・予防法開発のための研究の始点としての

意義が大きいものと考えられるからです。関節リウマチの治療は急速に変化しております。

治療効果の向上がもたらされていますが、まだ、さまざまな課題が残っていることも事実

です。この研究は、2002 年度から開始されている関節リウマチに関する情報収集研究を

継続することにより、日本における関節リウマチ診療がよりよい方向に向かっているのか

を検証するのに役立つはずです。 

[研究の方法]  

研究期間：2014 年 8 月 1 日から 2028 年 3 月 31 日  

対象：関節リウマチ患者さんを対象とします。 

方法：本研究の目的は、関節リウマチ（RA）関連データベースの作成を通して我が国に

おける関節リウマチの現状を把握するとともに、その問題点あるいは改善状況を発信す

ることにあります。2002 年度以降、データベースの収集管理は集計用サーバを用い、

WEB 上で行います。2025 年 1 月現在、全国 54 施設が参加しており、2023 年度に

は約 15,000 患者（推定される本邦 RA 患者の約 2％）の情報を収集することができま

した。本研究は、「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」（平成 29 年 2 月 28

日一部改訂）を遵守して行われます。 



  収集情報を以下に示します（必要に応じ項目が追加されることがあります）。 

 

【収集情報一覧】 

１．RA 患者の基本情報 
２．疾患活動性および治療状況 
 a.圧痛関節数 b.腫脹関節数 c.患者による関節痛評価 d.患者による総合評価 
 e.医師による総合評価 f.日常生活動作からみた身体機能の評価 g.血液検査からみた  
  疾患活動性(CRP、血沈) 
３．通院状況：通院のみ、通院+入院、入院のみ、死亡(死因選択)、転院、不明/脱落 
４．入院の有無：有の場合、その理由 
５．手術の有無：有の場合以下から内容を選択 
  #人工関節、#人工関節以外の整外的 RA 関連手術、骨粗鬆症性骨折に対する手術、   
  整形外科以外の RA 関連合併症手術、悪性腫瘍関連、その他（#では詳細な登録が必 
  要：部位、手術日、術式） 
６．レントゲンによる手・手指関節の評価（1～4）、身体機能からみた評価（1～4） 
  ：いずれも Steinbrocker 分類を用いる 
７．薬剤の使用状況 
  a.抗リウマチ薬 b.ステロイド薬 c.非ステロイド性抗炎症薬 
８．人工関節の予後（生存、再置換、抜去、その他：生存以外ではその理由） 
９．生活の質の評価（EQ-5D） 
１０．不安・うつの評価（HADS） 
１１．血液検査所見（RF、ACPA、CRP、ESR、クレアチニン、アルブミン、 
   総コレステロール、白血球数、白血球分画、血小板数） 
１２．挙児希望・妊娠・出産・授乳状況 
１３．帯状疱疹の有無、悪性疾患の有無 
１４．経済状況評価（COST スコア） 
１５．新型コロナウイルス感染症の影響と罹患の有無 
１６．フレイル評価（簡易フレイルインデックス） 
１７．悪性腫瘍、リンパ増殖性疾患の履歴 
１８．帯状疱疹ワクチン接種歴 
１９．その他、通常診療で得られる情報 

 

 

[研究組織] 

この研究は、多施設との共同研究で行われます。研究で得られた情報は、共同研究機

関内で利用されることがあります。 

 

研究代表者：當間重人 国立病院機構東京病院 リウマチ科部長 

           国立病院機構相模原病院 客員研究員 

研究責任者：松井利浩 国立病院機構相模原病院  



臨床研究センター リウマチ疾患研究部部長 

 

その他の共同研究機関： 

1. 国立病院機構旭川医療センター 
2. 国立病院機構北海道医療センター 
3. 国立病院機構盛岡医療センター 
4. 国立病院機構仙台西多賀病院 
5. 前橋広瀬川クリニック 
6. 筑波大学附属病院（膠原病･リウマチ･アレルギー内科） 
7. 埼玉医科大学病院（リウマチ膠原病科、整形外科） 
8. 小川赤十字病院 
9. 国立病院機構下志津病院 
10. 国立病院機構千葉東病院 
11. 帝京大学ちば総合医療センター 
12. 国立国際医療研究センター国府台病院 
13. 東京大学医学部附属病院（整形外科、アレルギー･リウマチ内科） 
14. 国立病院機構東京医療センター 
15. 東京都立病院機構東京都立多摩総合医療センター 
16. 東京医科大学病院リウマチ・膠原病内科 
17. 東京科学大学 膠原病・リウマチ内科 
18. 東京医科大学八王子医療センター 
19. 国立病院機構東京病院 
20. 東京都立病院機構東京都立墨東病院 
21. そしがや大蔵クリニック 
22. 東京都立病院機構東京都立多摩北部医療センター 
23. 横浜労災病院 
24. 国立病院機構横浜医療センター 
25. 聖マリアンナ医科大学病院 リウマチ･膠原病･アレルギー内科 
26. 新潟県立リウマチセンター 
27. 抱生会 丸の内病院 
28. 国立病院機構あわら病院 
29. 国立病院機構名古屋医療センター 
30. 京都大学医学部附属病院 免疫・膠原病内科 
31. 国立病院機構大阪南医療センター 
32. 国立病院機構大阪刀根山医療センター 
33. 兵庫医科大学病院リウマチ・膠原病科 
34. 尼崎医療生協病院 
35. 国立病院機構姫路医療センター 
36. 財団法人倉敷成人病センター 
37. 国立病院機構高知病院 



38. 国立病院機構九州医療センター 
39. 国立病院機構嬉野医療センター 
40. 国立病院機構長崎医療センター 
41. 国立病院機構別府医療センター 
42. 国立病院機構都城医療センター 
43. くまもと森都総合病院 
44. 熊本赤十字病院 
45. 鹿児島赤十字病院 
46. 沖縄北部地区医師会病院 
47. 山梨大学医学部附属病院 
48. 国立病院機構静岡医療センター 
49. 帝京大学医学部附属溝口病院 
50. 東京都立病院機構東京都立多摩南部地域病院 
51. 西能クリニック 
52. 日本生命病院 
53. 帝京大学 
54. 大橋・谷整形外科 

 

[個人情報の取扱い] 

研究に利用する情報には個人情報が含まれますが、院外に提出する場合には、お名

前、住所など、個人を直ちに判別できる情報は削除し、研究用の番号を付けます。ま

た、研究用の番号とあなたの名前を結び付ける対応表を作成し、研究参加への同意の取

り消し、診療情報との照合などの目的に使用します。 

研究成果は学会や学術雑誌で発表されますが、その際も個人を直ちに判別できるよう

な情報は利用しません。 

 [当院の問い合わせ窓口] 

国立病院機構九州医療センター 

膠原病内科 医長：宮村 知也  

整形外科・リウマチ科 科長：福士 純一 

 

810-8563 福岡県福岡市中央区地行浜 1-8-1 

電話 092-852-0700 

 

 


